
病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

苗立枯病 平年：－
前年：－

平年：やや少
前年：少

一部の育苗施設等で発生が見られた。 床土消毒や育苗管理が適正に行われたた
め、全般には少なかった。

葉いもち 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：並

7月中旬調査で一部に発生が見られた
が、8月上旬調査では県全域で発生は少
なかった。

６月中旬以降高温で経過し、発生に不適
な条件だった。 早植・普通植ともに発
生は少なかった。

穂いもち 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：並

少ない発生であった。 葉いもちの発生が少なく、８月の気温が
高く降水量も少なかったため、感染に不
適な条件だった。

紋枯病 平年：並
前年：並

平年：並
前年：やや多

早植栽培では7月は平年並の発生だっ
た。8月上旬は発生がやや少なくなった
ものの、8月以降は再び発生が平年並に
戻った。

６月中旬以降高温で経過し、発生に適し
た条件だったが、7月下旬は一転して低
温となったため、一時発生が抑制され
た。しかし、8月以降再び高温になった
ため、発生が平年並となった。

ばか苗病 平年：－
前年：－

平年：やや多
前年：多

一部で育苗箱での発生量が多い地域が
あった。

種子消毒を実施しているが、本年の実施
時期が低温だったため、消毒効果が不十
分だった。

稲こうじ
病

平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

平年並みの発生だった。

もみ枯細
菌病

平年：－
前年：－

平年：－
前年：－

適切な種子消毒や育苗管理が行われた。

縞葉枯病 平年：並
前年：並

平年：多
前年：やや多

県南部を中心に発生ほ場が多くみられ、
一部で要防除水準を超えるほ場も見られ
た。
一方、これまで発生が少なかった県中北
部に、程度は軽いながら発生が拡大して
いる。

４年前から県南部で発生が増加し、一部
でヒメトビウンカの保毒虫率が高い地域
が見られる。
越冬前のヒメトビウンカの密度が高く、
越冬場所となる再生稲での発病も多かっ
た。本田でのヒメトビウンカの発生量も
多かった。

黄萎病 平年：－
前年：－

平年：やや少
前年：やや多

県中部の一部で発生程度の高いほ場がみ
られたが、県全体としては少なかった。

ツマグロヨコバイの箱施用剤防除が行わ
れていない地域で発生程度の高いほ場が
見られる。

ヒメトビ
ウンカ

平年並 やや多 本田の飛込み時期は平年並。５月から９
月までの予察灯調査期間中の総誘殺数は
やや少ない。８月上旬の本田におけるす
くい取り調査では、発生量はやや多。

６月下旬～７月前半の気温が高く、降水
量も少ないまま推移したため、発生には
好適な条件であった。

ツマグロ
ヨコバイ

平年並 平年並 ５月から９月までの予察灯調査期間中の
総誘殺数はやや少ない。８月上旬の本田
におけるすくい取り調査では、発生量は
平年並。

７月後半に降水量が多く、発生にやや不
適な条件であった。

セジロウ
ンカ

平年並 やや少 予察灯における総誘殺数は少ない。８月
上旬の本田におけるすくい取り調査の発
生量は少ない。

本県への飛来は少なかった。

トビイロ
ウンカ

平年並 少 予察灯における誘殺数は少ない。 本県への飛来は少なかった。

ニカメイ
ガ

越冬世代成
虫：平年並
第一世代成
虫：平年並

第一世代：
（心枯茎）：
やや多（成
虫）：やや少

フェロモントラップによる越冬世代成虫
の発生量はやや少ない。
７月中旬の心枯茎の発生株率はやや多
く、８月下旬から９月上旬の白穂の発生
株率は平年並。

越冬幼虫の寄生株率は平年並。

コブノメ
イガ

平年並 やや少 予察灯における誘殺数はやや少ない。 本県への飛来は少なかった。

イネミズ
ゾウムシ

平年並 やや少 ５月中旬の本田における発生量はやや少
なかった。５月から９月までの予察灯調
査期間中の総誘殺数はやや少ない。

越冬世代成虫の越冬密度が低かったた
め、発生量は少なかった。

イネツト
ムシ（イ
チモンジ
セセリ）

平年並 県北中部：少
県南部：平年
並

７月上・下旬の発生株率はやや少なく、
８月上旬は平年並だった。

７月後半に降水量が多く、発生にやや不
適な条件であった。

イナゴ類 平年並 平年並 ８月上旬の本田におけるすくい取り調査
では、発生量は平年並であった。

斑点米カ
メムシ類
（クモヘ
リカメム
シ、ホソ
ハリカメ
ムシ、ア
カヒゲホ
ソミドリ
カスミカ
メ、アカ
スジカス
ミカメ）

平年並 やや多 ７月中旬のイネ科牧草地での発生量はや
や多で、中でもカスミカメメムシ類は多
かった。８月上旬の本田におけるすくい
取り調査での発生量はやや多く、アカヒ
ゲホソミドリカスミカメは平年並だった
が、クモヘリカメムシ、ホソハリカメム
シ、アカスジカスミカメはやや多かっ
た。

６月下旬～７月前半の気温が高く、降水
量も少ないまま推移したため、発生には
好適な条件であった。

３ 主要農作物病害虫の発生状況と原因解析
１）普通作物
（１）水稲



病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

うどんこ
病

平年：－
前年：－

平年：－
前年：－

小麦ほ場の一部で少発生が見られた。 4月の気温は平年並みで、降水量が少な
かった。

赤かび病 平年：－
前年：－

平年：やや少
前年：少

全体的に少ない発生であった。5月下旬
の小麦ほ場でわずかに散見された程度
だった

登熟期間の降水量が少なく発生に不適な
条件であった。

大麦縞萎
縮病

平年：－
前年：－

平年：少
前年：並

少ない発生であった。 二条大麦はⅢ型抵抗性品種に切り替わっ
た。

小麦縞萎
縮病

平年：－
前年：－

平年：－
前年：－

平成２０年頃から発生が見られるように
なった。本年4月中旬調査では、調査ほ
場460のうち23.3%のほ場で発生が見られ
た。また、県央部では程度の高いほ場が
見られた。

品種ごとの需用や作付推進地域があるた
め、発生が多い地域でも抵抗性品種や大
麦への作付転換が進んでいない。

大麦斑葉
病

平年：－
前年：－

平年：少
前年：並

少ない発生であった。 健全な種子が供給された。

小麦赤さ
び病

平年：－
前年：－

平年：－
前年：－

少ない発生であった。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

紫斑病 子実：平年並 ８月上中旬、９月上中旬の気温が高く降
水量も少ないまま推移したため、発生に
不適な条件であった。

べと病 生育期：やや
多
子実：少

８月中旬は少、９月上旬はやや多くなっ
た。

７月後半に降水量が多く、発生に好適な
条件であった。９月以降は気温が高く降
水量も少ない傾向で推移したため、発生
に不適な条件となった。

コガネム
シ類

平年並 やや多 全般的にやや多であったが、県北の予察
灯で６月下旬～７月上旬にオオクロコガ
ネ誘殺数が多くなった。

堆肥を利用する飼料作物が多い地域で
は、成虫が大豆に飛び込む機会が多い。

アブラム
シ類

多 ８月中旬は多く、９月上旬はやや多かっ
た。

６月下旬～７月前半の気温が高く、降水
量も少ないまま推移したため、発生には
好適な条件であった。

ダイズサ
ヤタマバ
エ

子実：少

シロイチ
モジマダ
ラメイガ

子実：平年並

マメシン
クイガ

子実：やや少

吸実性カ
メムシ類

平年並 生育期：やや
多
子実：平年並

ほ場での発生量はやや多。 ほ場では主にホソヘリカメムシ、アオク
サカメムシ、イチモンジカメムシが観察
された。

ハスモン
ヨトウ

やや早 多 幼虫の発生ほ場率は８月中旬、９月上旬
とも高かった。

７月末の台風の影響で平年より飛来が早
く、その後８月上中旬の気温が高く降水
量も少ないまま推移したため、発生に好
適な条件であった。

フタスジ
ヒメハム
シ

平年並 生育期：平年
並
子実：平年並

発生量は、８月中旬はやや少、９月上旬
は平年並であった。

７月後半は降水量が多く発生に不適で
あったが、、その後８月上中旬は気温が
高く降水量も少ないまま推移したため、
発生に好適な条件となった。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

炭疽病 平年：やや早
前年：やや早

平年：多
前年：多

８月以降多い発生となった。 ８月は平年よりかなり高温となったた
め、多かん水等により発生が増加した。

萎黄病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

少ない発生であった。 無病親株を使用し、無病畑での採苗、空
中採苗が行われている。

灰色かび
病

平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

採苗後の発生は少なかった。 ６月、７月の日照不足等もあったが、梅
雨明けも早かったため全体的に少ない発
生であった。

うどんこ
病

平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

親株、育苗期間を通して平年並の発生と
なった。

適切な防除により発生が抑えられた。

アブラム
シ類

平年：並 平年：やや多 親株、育苗期間を通してやや多い発生で
あった。

本年は５月ごろから有翅アブラムシの個
体数が多く、７～９月に気温が高かった
ため、多い状態が継続した。また、薬剤
感受性の低下も懸念される。

ハダニ類 平年：並 平年：やや多 親株、育苗期間を通してやや多い発生で
あった。

親株から育苗の時期に気温が高く、降水
量が少なかったため、発生に好適な条件
であった。

コナジラ
ミ類

平年：並 平年：やや少 親株、育苗期間を通してやや少ない発生
であった。

アザミウ
マ類

平年：並 平年：多 気温の上昇してきた３、４月と、秋口の
１０、１１月に発生が多かった。

秋口の多発は、作形が早まり、野外のア
ザミウマ個体数が多い９月から開花する
施設が増えたことも一因と考えられる。

（１）いちご（本ぽ：平成22年10月～平成23年5月 親株・育苗床：平成23年6～9月）
２）野菜

（２）麦

（３）大豆



病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

疫病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 ６月以降の気温高く、７月、８月の降水
量は多く発生好適条件であったが、適切
な防除により発生が抑えられた。

灰色かび
病

平年：やや早
前年：やや早

平年：並
前年：やや多

６、７月はやや多い発生であったが、８
月には平年並の発生となった。

６月、７月の日照不足等により平年に比
べ、発生時期は早かったが、７月以降日
照時間も多くなり平年並の発生に落ち着
いた。

葉かび病 平年：並
前年：並

平年：やや多
前年：やや多

生育初期は少なかったが、生育後半は全
般にやや多い発生であった。

耐病性品種が中心に作付けされている
が、一部耐病性品種で発生した。

モザイク
病

平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。一部ほ場で
トマトモザイクウイルス(ToMV)新系統に
よるえそ症状発生株が散見された。

黄化葉巻
病

平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

７月に一部県南ほ場で発生確認された
が、全般に少ない発生であった。

一部ほ場でトマト黄化葉巻病（TYLCV)発
病株が散見された。

アブラム
シ類

平年：並 平年：並 全般的に平年並の発生であった。

コナジラ
ミ類

平年：やや遅 平年：並 全般的に平年並の発生であった。

ハモグリ
バエ類

平年：並 平年：並 全般的に平年並の発生であった。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

うどんこ
病

平年：並
前年：並

平年：並
前年：やや多

７月まではやや多い発生であったが、８
月以降は平年並の発生となった。

やや軟弱に生育したため7月はやや多い
発生であったが、その後適切な防除によ
り平年並の発生に抑えられた。

灰色かび
病

平年：並
前年：並

平年：少
前年：少

全般的に少ない発生であった。 ６月、７月の日照不足等もあったが、梅
雨明けも早かったため全体的に発生は少
なかった。

半身萎凋
病

平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 水田との輪作、抵抗性・耐病性台木が普
及しているため発生は少なくなってい
る。

青枯病 平年：並
前年：並

平年：やや多
前年：並

生育前半は少発生であったが、８月以降
発生が多くなった。

水田との輪作、抵抗性・耐病性台木が普
及しているが、６月以降気温が高め、７
月以降降水量多く推移し、梅雨明けも早
かったため、発病好適条件になった。

ハダニ類 平年：並 平年：やや多 全般的にやや多い発生であった。 夏季の気温が高く、台風による降雨は
あったものの日照時間も多めに推移した
ため、発生に好適な条件であった。薬剤
感受性の低下も懸念される。

アブラム
シ類

平年：並 平年：やや多 全般的にやや多い発生であった。 夏季の気温が高く、台風による降雨は
あったものの日照時間も多めに推移した
ため、発生に好適な条件であった。

アザミウ
マ類

平年：並 平年：やや多 全般的にやや多い発生であった。 夏季の気温が高く、台風による降雨は
あったものの日照時間も多めに推移した
ため、発生に好適な条件であった。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

灰色かび
病

平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ６月、７月の日照不足等もあったが、全
体的に平年に比べ、少ない発生であっ
た。

べと病 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ６月以降の気温高く、７月、８月の降水
量は多く発生好適条件であったが、適切
な防除により発生が抑えられた。

うどんこ
病

平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

全般的に平年並の発生であった。 ６月、７月の日照不足等もあったが、梅
雨明けも早かったため全体的に平年並の
発生であった。

褐斑病 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

全般的に平年並の発生であった。 ６月、７月の日照不足等もあったが、梅
雨明けも早かったため全体的に平年並の
発生であった。

疫病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ６月、７月の日照不足等もあったが、梅
雨明けも早かったため全体的に平年並の
発生であった。

ハモグリ
バエ類

平年：並 平年：並 ６、７月は少ない発生であったが、９月
には多発生となった。

アザミウ
マ類

平年：並 平年：多 全般的に多い発生であった。 夏季高温のため、発生に好適な条件で
あった。
また、薬剤感受性の低下により、有効な
薬剤が少ないことも多発要因の一つと考
えられる。

アブラム
シ類

平年：並 平年：やや多 全般的にやや多い発生であった。 ５月は降水量が少なく、野外の有翅アブ
ラムシ類の飛来が増加したのに併せ、発
生が増加した。

（２）トマト（冬春：平成22年10月～平成23年5月 夏秋：平成23年6～9月）

（３）なす

（４）きゅうり（冬春：平成22年10月～平成23年5月 夏秋：平成23年6～9月）



病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

乾腐病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 無病地への作付けが行われた。

白斑葉枯
病

平年：並
前年：並

平年：並
前年：やや多

全般的に平年並の発生であった。 ７月から９月まで平年より気温が高く推
移し、10月は気温が低くなり、９月以降
降水量が多かった。

さび病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：少

全般的に少ない発生であった。 ７月から９月まで平年より気温が高く推
移し、８月の少雨により発生が少なく
なった。

株腐細菌
病

平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ９月は降水量が多かったが、気温が高
かったため、発生が少なかった。

ネダニ類 平年：並 平年：やや多 ９月は多く、10月はやや多い発生であっ
た。

有効な対策があまり取られておらず、昨
年から発生が続いている。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

さび病 平年：やや遅
前年：やや遅

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ７月から９月まで平年より気温が高く推
移し、８月の少雨により発生が少なく
なった。

べと病 平年：やや遅
前年：やや遅

平年：少
前年：並

９月に一時発生が多くなったが、全般的
に少ない発生であった。

９月は降水量が多かったが、７月から９
月まで平年より気温が高く推移し発生が
少なくなった。

黒斑病 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

全般に平年並の発生であった。 ７月から９月の平均気温が発病適温（２
４から２７℃）で推移したが、適期防除
が行われた。

萎縮病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。

アブラム
シ類

平年：並 平年：やや少 ７、８、１０月は少なく、９月はやや多
い発生であった。

適切な防除により発生が抑えられた。

アザミウ
マ類

平年並 平年：やや多 ７月は多く、８～９月はやや多く10月は
平年並みの発生であった。

夏季に高温で、台風による降水はあった
ものの日照時間は長かったため、発生に
好適な条件であった。

ハモグリ
バエ類

平年並 平年：やや多 ８月は少なかったが、全体的にやや多い
発生であった。

夏季に高温で、台風による降水はあった
ものの日照時間は長かったため、発生に
好適な条件であった。

ネギコガ 平年並 少 全般に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

さび病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 ５月は平年に比べ、日照時間少なく、降
水量多かったが、適期防除が行われた。

べと病 平年：やや遅
前年：やや遅

平年：少
前年：少

全般的に少ない発生であった。 ５月は平年に比べ、日照時間少なく、降
水量多かったが、適期防除が行われた。

灰色かび
病

平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ５月は平年に比べ、日照時間少なく、降
水量多かったが、適期防除が行われた。

黒斑病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ５月は平年に比べ、日照時間少なく、降
水量多かったが、適期防除が行われた。

アブラム
シ類

平年：並 平年：やや多 全般的にやや多い発生であった。 ４～５月上旬の降水量が少なく、有翅ア
ブラムシ類の飛来が多かった。

アザミウ
マ類

平年：並 平年：やや多 全般的にやや多い発生であった。 ４～５月上旬の降水量が少なく、有翅ア
ブラムシ類の飛来が多かった。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

白斑病 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

全般的に平年並の発生であった。 ９月は降水量が平年より多かったため、
発生が多くなった。

べと病 平年：遅い
前年：遅い

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ９月は降水量が多かったが、気温高く、
日照時間が多かったため、発生が少な
かった。

黒斑病 平年：遅い
前年：遅い

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ９月は降水量が多かったが、気温高く、
日照時間が多かったため、発生が少な
かった。

軟腐病 平年：遅い
前年：遅い

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 平年より定植時期が遅れ、高温多湿条件
で結球することがなかった。

モザイク
病

平年：遅い
前年：遅い

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 １０月はアブラムシ類の発生が多かった
が、適切に防除された。

（５）にら

（６）ねぎ

（７）たまねぎ

（８）はくさい



病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

黒腐病 平年：遅い
前年：遅い

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ９月は降水量が多かったが、気温が高
かったため、発生が少なかった。

菌核病 平年：遅い
前年：遅い

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ９月は降水量が多かったが、気温が高
かったため、発生が少なかった。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

アブラム
シ類

平年：並 平年：少 全般に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

コナガ 平年：並 平年：少 全般に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

灰色かび
病

平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ９月は降水量が多かったが、気温が高
く、日照時間も多かったため、発生が少
なかった。

菌核病 平年：遅い
前年：遅い

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ９月は降水量が多かったが、気温が高
く、日照時間も多かったため、発生が少
なかった。

軟腐病 平年：遅い
前年：遅い

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 平年より定植時期が遅れ、高温多湿条件
で結球することがなかった。

アブラム
シ類

平年並 少 全般に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

ハスモン
ヨトウ

平年：やや早 平年：やや多 フェロモントラップによるハスモンヨト
ウ雄成虫の誘殺数は７月と９月に平年よ
り多かった。いちご、はくさい、キャベ
ツ、レタスでやや多く見られた。

夏季に高温で発生に好適な条件であっ
た。また、台風後の飛来も多く見られ
た。

オオタバ
コガ

平年：やや早 平年：やや多 フェロモントラップでは、9～10月に多
く誘殺されたほか、県南の一部地域では
多い発生で推移した。また、いちごやト
マト、なす等の作物でも、発生が見られ
た。

夏季に高温で降水量が少なかったため、
発生に好適な条件であった。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

黒斑病 平年：並
前年：やや遅

平年：並
前年：並

全般に発生は少なかった。 県内の主力品種は、耐病性のある幸水、
豊水が作付けされている。

黒星病 平年：やや早
前年：並

平年：並
前年：並

５月から７月にかけ全般的には発生時期
が早く、平年に比べ広域で発生がみられ
た。6～７がつの発生が多かったが、全
般的に平年並の発生であった。

感受性が高くなる４月上中旬の気温が平
年より高かったため、発生時期が早かっ
た。５月は平年より降水量多く、日照時
間が少なかったため、生育前半で発生が
多くなった。

赤星病 平年：並
前年：並

平年：並
前年：少

発生は少なかった。 ４月の降水量は平年に比べ少なく、産地
のビャクシン類も少なく、飛散胞子量が
少なかった。

アブラム
シ類

平年：並 平年：並 全般的に平年並の発生であった。

ハダニ類 平年：やや遅 平年：並 全般的に平年並の発生であったが、８月
上旬の調査では一分ほ場で多くみられ
た。

台風による降水はあったが、晴天が多く
気温も高かったため、7月以降増殖に好
適であった。

ハマキム
シ類幼虫

平年：並 平年：やや少 全般的にやや少ない発生であったが、８
月に一部のほ場で発生が見られた。

適切な防除により発生が抑えられた。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

晩腐病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ６月以降の気温高く、７月、８月の降水
量は多く発生好適条件であったが、適切
な防除により発生が抑えられた。

べと病 平年：並
前年：やや早

平年：やや多
前年：並

7月上旬調査から発生が見られたが、8月
上旬調査で平年より多い発生となった。

７月下旬から８月上旬にかけての低温、
日照不足、多雨により発病し、７月中旬
以降に散布できる薬剤が少なく、発生が
多くなった。

（１２）野菜共通（さといも、だいこん）

３）果樹
（１）なし

（２）ぶどう

（１１）レタス

（９）キャベツ

（１０）あぶらな科野菜（だいこん）



黒とう病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：少

６月に一時期発生がみられたが、その後
は平年に比べ少ない発生であった。

６月以降の気温高く、７月、８月の降水
量は多く発生好適条件であったが、適切
な防除により発生が抑えられた。

ハマキム
シ類

平年：少 平年：少 全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

アザミウ
マ類

平年：少 平年：少 全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

斑点落葉
病

平年：並
前年：並

平年：多
前年：多

発生時期は平年並であったが、６月以降
平年より多い発生であった。

６月以降平年に比べ気温が高めに推移
し、降水量は7月前半は少なく、公判は
多くなったため。

赤星病 平年：並
前年：並

平年：並
前年：少

発生は少なかった。 ４月の降水量は平年に比べ少なく、産地
のビャクシン類も少なく、飛散胞子量が
少なかった。

褐斑病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：少

全般的に少ない発生であった。 ７月、８月の降水量は多かったものの、
６月以降気温が高めに推移したため。

輪紋病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ６月以降の気温高く、７月、８月の降水
量は多く発生好適条件であったが、適切
な防除により発生が抑えられた。

ハダニ類 平年：やや遅 平年：並 全般的に平年並の発生であった。

アブラム
シ類

平年：並 平年：やや多 全般的に平年並みの発生であったが、一
部のほ場で多い発生が見られた。

気温が高めに推移したため、発生に好適
であった。

ハマキム
シ類幼虫

平年：少 平年：少 全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

カメムシ
類

平年：並 平年：並 フェロモントラップによる誘殺数は、
チャバネアオカメムシ、クサギカメムシ
ともに少～やや少で推移した。
果樹カメムシ類の果樹への飛来は、5月
ごろにクサギカメムシの飛来が報告され
た園もあったが、全体として平年よりも
少なかった。
水銀灯への誘殺数はやや少なかった。

越冬個体数は少なく、その後も大きな増
加は認められなかった。スギやヒノキの
球果収量は多かった。

ナシヒメ
シンクイ

平年：並 平年：並 フェロモントラップへの誘殺数は平年並
み～やや多く推移した。発生時期はやや
早く、発生ピークが長く現れた。那須烏
山の調査地では、4月中～下旬と6月下旬
～7月上旬の誘殺が多かった。
なしでは、一部のほ場で被害がみられた
が、適切な防除が行われた。

昨年の最終世代に由来する越冬個体数が
多かったものと推察される。夏以降は、
台風などの影響による断続的な悪天候の
影響か、個体数の増加が停止した。

モモシン
クイガ

平年：並 平年：並 全般的に少ない発生であった。

リンゴコ
カクモン
ハマキ

平年：並 平年：並 全般的に少ない発生であった。県央部の
なし園で新梢の被害が認められた。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

白さび病 平年：やや遅
前年：やや遅

平年：やや少
前年：並

１０月の発生は平年並であったが、全体
的に少ない発生であった。

９月は降水量が多かったが、７月から９
月まで平年より気温が高く推移し発生が
少なくなった。

アブラム
シ類

平年：並 平年：並 ４～５、９～１０月には多～やや多い、
夏季は少ない発生であった。

アザミウ
マ類

平年：並 平年：やや多 ４～７月はやや多く、それ以降は平年並
みの発生であった。

昨年から引き続き多い発生が続いてい
る。薬剤抵抗性の発達も懸念される。

ハダニ類 平年：並 平年：多 全般的に多い発生であった。
昨年から引き続き発生が多い。

夏季に高温で発生に好適な条件であっ
た。また、常にハウス内で苗～収穫期ま
で連続して栽培されているため、発生も
連続した。薬剤抵抗性の発達も懸念され
る。

４）花き
（１）きく

（３）りんご

（４）果樹共通


